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「デユレンマット氏の

楽しゃ世界の砂遊び」

高橋吉文

1. 

デュレンマットの創造した数多〈の忘れ難い人物の一人である乞食のアキ(1) は、奇I怪~浮き彫

りのある橋の下に居を定め、最下層の連中を従え、いかな符聞にも屈すること左くただ一人、乞食

業を堅持している。との男は、それとそ融通無碍、財産念ど云うに及ばず軍隊から王固た至るいわ

ばとの世に存在するあbとあらゆるものを自在に巻き上げてい〈、愉快で麻 不思議念才能を持ち

あわせていた。ととろが、何を思ったのか、彼はせっかくI遣い儲けたその日の収獲を毎日目前のユ

ーフラテス河K棄ててしまうのだ。気でも狂ったのか。しかしながら、彼の乞食術とは他左らぬ言

葉による世界攻略のととであって、ユ}フラテスも、地上の生を相対化してその虚偽と脆さを際立

たす悠久という時間の河、凡ての有限走るものを食って飽〈ととの念いクロノスのロであったから

とそ、<乞食のもとで凡ては、時への沈檎に終わ>(2)ったのである。

〈処刑とは、見棄て去るととを云う。>(3) 

深紅の刑吏用覆面を被るととで逆~正体を現わした、世界の刑吏アキの遣り口である。絶対K よる

最後の審判を反照ナる「時Jの刃にかかって人も世界も消滅し、アキの橋の下Kどたどたと積み上

がる骨董品の山だけが、かつて何か生き物がいたらしいととをわずかに暗示するにすぎ念い。その

主う左視点から世界を巨視的に描〈アキのマカーメが素晴らしいのも当然で、彼は、ただにフィク

ショ Yの中で跳ね回つでいる人物というIてとどまらず、フィクションそのものから力を汲みそとで

呼吸さえする一人に念っていた。 ζの様なアキの姿は、拘にデュレンマット自身を傍線させるK十

分である。悠久の大海に浸して鍛えられた処刑ー刀、とのユ』モアの料理包丁を存分にふるって栄養

たっぷ.!:J~仕上げられたくH白nker8mahlzeit (処刑前の豪奪な食事)>、 とれが所謂彼の

喜劇であったからである。死の真白念キャンパスの威嚇にあってぎらぎらと原色のままに浮き上が

ってしまった生の乱光景。かような死の衝迫はデ a レンマットの追'博文Kも明瞭で、友人の死とい

う仮借の~IA事実の方からデュレンマットが不意t亡、ととでも不意に生K仁王立ちして襲いかかっ

てくる。死tt:秩序のさ中K突如舞いi>~.!:J、自明の事柄を無残に覆し、たちのぼるきのこ雲の中K鹿

妄の雲海を視覚化してしまう。飛来せる踊石のドラマトクルギー、故障ないしは偶然のドラマトゥ
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ルギーである。追悼文が彼の文学だった。追悼に神妙1.t顔をして参列し故人を哀惜する人々の前K

忽然と現われ、凡ては遊戯だ、葬いも社会もくそうであるかのような>(岳)振~上のものでは 1.t\.r>、

と彼らに危険左爪をたてる刑吏であったのである。

く私たちは墓場でよく隠れんぼをした〉(5) 

彼は、今でもそとの墓穴:'<:身を沈め、死から筆をとっているのだ。く世界の地下墓地>(6)を降タ

てい〈巨人を初めとして惑の怪物の登場する〈嫌疑>(1951)の警部も亦、ほとんど死者に等し

い病人だった。

<自分を一生がすきさった人問、死とのとbかえしのつかぬ戦いK破れた人間であるかのように

感じた0>(7)

それまで空しさに自己が萎えるように感じていた警部ベ}ルラッハは、重〈のしかかる病の疲労の

中で、〈物理学者たち〉でのあの絶望のグィジョンを独自する、と、

く彼は寒気がしてきた。それは宇宙の寒気であった。ただ予感されるにナぎぬ巨大な、石のよう

な寒気が彼の上へならてきた。 >(8)

すると、 ζの死にかけの男はなんとく虚無の息吹きに触れて、再びしゃんと気をと .!J1.tかした>(9)

のだ。虚無から、く死海の鉛色の波>Clo)から力が猿然と湧きあがっている。それは一体何左のだ

?患の力か、虚無の神秘なリズムか?死滅や終末の光景が念ぜ生命をふるいたたせるのか?宇宙の

生成の壮大なうねbが、彼の生命源たbうるものだろうか?左ぜなら、その宇宙はとんなところだ

ったからである。

く宇宙という無意味な消耗を(.!Jかえしているととる、怖ろしく空虚で、また怖ろし〈充実して

いるととる>(n)

くζの無意味な世界、まるで巨大左腐肉のようにたえず生と苑を生み出す物質の神秘>(12)

そとではもちろん人の生は、全〈の無意味に終わb、活力の発源どとろではなh。

くわたしたちが生きるのは死ぬため、日現及をするのも話すのも、愛するのも死ぬため、子供や子

孫をもつのも、白分の肉の中からとしらえた愛ナるかれらといっしょK腐肉となb、人聞がそ

れで形づくら丸ている感情の念い死んだ元素へ還元してしまうためよo>(13) 

世界の現象は、必寛、混沌という悪戯好きで我優勝手念男の子の砂遊びゃトランプ遊び~すぎなか

った。

くトランプはまぜられ、遊戯がすむと、まとめてかたずけられてしまうo>(14，) 

どうせ虚無念ら、弄ばれるよbも思う存分サディズム本能を発露させ弄んでやった方がいい。世界

は虚無の持閉塞念のだ。既K虚無tているというととで不滅念拷問更だけが、人間の脆さから超然と
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して君臨する。 ζの最強の存在が神であった口考うる限J?C0手口で人間をのたうちまわらぜ、苦闘

する姿や叫びに悪の喜びを抑えきれず、限をギラギヲと燃えるがらせる残忍念持問吏、それが神の

正体であった。そして、我h人聞はこの神K苛まれる獣、否、獣ですらあるかも定かならぬただの

肉塊、接される為にある物質以上のものではなくて、宇宙の、或いはt尉屯の巨大な鼓動K七転八倒

見苦しげに ζろげ回り、遣いつ〈ばb、息せききって走タまわるかと見れば、混沌の昆に足をもつ

らせてあがき、力尽きてくたばってい〈。磁波と終末のグィジ当ンのもとになかれた人間たちの群

れ、地上の世界は、云うまでもな〈目もらてられぬ茶番、無意味この上なしの滑稽なドタパタ喜劇

である。人は、〈破滅の根源たる謎'>(15)と休された太古よ bある根源的惑の猛威の犠牲者でるる

とともに、それの一時のすさびの為K我知らず演じさぜられている操b人形、マリオネットや将棋

の駒であったのである。

とのめくらむ宇宙の閣、黙示録の無時聞を生を持たぬ調石が、不気味に落ちてい〈。それはどと

へ至るかを知らず、果て左ぞそもあるのかも定かならぬ虚無の空間を、ひたすら下へ下へと落ちて

いく。その者の眼は盲、心もまく、己れの触れる凡てのものを破壊しさる。

との関石とは何のととか?それは生の地平に収ポッカリ聞いた奈落"、それゆえ影絵としてしか

見えてとない奈落存在のととであって、その様な怖るべき黙示録の人物像の一人、フリッシュのヱ

ーデルテント伯を評してデュレンマットは、次のように云う。

〈エーデルフントは斧であって、それ以外の何ものでもない。斧は考えず、唖吐も覚えず、人を

殺す。生は、人殺しとなったのである。>(16) 

それは斧だけであb影絵だけであるから、舞台にのぼせられず、せhぜいが、顔も心も言葉も失っ

た相貌を持つ奈落存在への途上にある人物たちにとどまっているが、く老貴婦人〉も亦、ほとんど

奈落存在として姿を見せ、舞台の筋の進行とともK硬化し、ついKは完全に石イじした状態で去って

い〈。石化への転回は、奈落存在への歩みだった。奈落存在への歩みとは、黙示録或は終末への転

落であった。との終末の白から、破滅という呆てから見返され℃絶望と虚無を浴lfた生は、どうあ

がいてみたとて既にそのζとで絶望。餌食、虚無の一部に念っていて、それを描〈舞台も、たださ

え奈落Yて至る病t亡大なb少なb躍っている観客を甘美にして崇高な、虚無と患意のくねずみ落とし>

へ誘い込んで、彼らを当人らの知らぬ間K慈の奴隷に鍛えてくれる鵠惑の舞台"とそう違うもので

も念〈、それを見て人は、死んだ限をした奈落存在たちとともに落ちつつある。絶望の光景を見て

絶望しか見れぬ者には、絶望はただの絶望でしかない。それは、彼が絶望しているからであゐ。そ

の者法、己れの見た、それ故落ちとんだ絶望のゆえに自ら落ちつつある者だった。彼Kはもはや生

そのものはどとにも見えない。彼は、今や死しか見やることのできぬ単眼になDさがって、ひたす
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ら落ちていく Q 落下しながらζの絶望K富された男は、己れの肉限界よ b完全K消失せるかつての

生への心象をばらまき、その渦の中で自ら失神し、失神は自殺か発狂として現象するであろう。彼

は生K鎚ったのだ、けれども、彼の裡にさざめき百しれえたのは生でも死でもな〈、生への追憶、想

念Kナぎず、それがまた永遠に失われたととを知っているだけκ、その「生」への想念は、「生の
a・・

秋Jの異様な埠きと末期の阪の恐ろしいまでの美を帯びてとの世を離れ、との世在らぬイメ}ジと

して凝固する。そして、とのとどったイメ}ジを、彼の肉眼が見うる唯一の色、奈落の陸道の不気

味念色が死の静けさへと呑みこんで、ことに“名状しがたい譜調"という幻覚剤が調合されてきた

のである。落ちつつある者の謂である唯美主義者。それはニヒリズムのー形態であb根本形態であ

って、死K至る病K飛んで火KいるE互の虫であった。その先には、生への想い出すらかき消えてた

だもう訳もわからぬととを独白するく糞でかきぶたK~った〉盲のくミイラ >(17) 、そして、金き

損石の状態がある。したがって、奈落に飛びζんでしまった精神がその地獄寓から脱出しうる為K

は、下の醤限を凌駕し統御するととで肯定的念力へと転調しうる最上の獲得が左くては念ら衣い。

けれども、最上限とは無限なる翻すで、限りるる人間の知力の到底及ばぬ気も遠くまるよう;5::彼方

にある、もし〈は、ひょっとするととの宇宙のどとゃらにあるのかもしれぬといったほうが正確念

あるものであって、もしまかb間違ってそんなものがあるのかもしれぬ、と仮定してみる時、奈落

にそそけだっ者に残る望みは絶対自身の開示に他念らぬ。それにも関わらず世界Kは暗雲が重くた

れとめ、ポッシュやプリューグルまがいの雄獄絵が賑やかであっても、神は函を覆い、呼べど答え

ず、ひと一人見るたらぬガランとした朽ちかけの建伽亡矯条と風が吹く。神は沈黙しているのか?

とんでもなh 沈黙どζろか神は、これ見よがしK我々の世界を手を変え品を変え持問していたで

は念いか。存在の密室、 ζの虚無の待問室を牌脱するサディスんとの悪意の神を呪いはしても、

どうして信ずるとと念ぞできょうか。上限も空しし凡ては絶望だ。だゑ九それをそう判断したの

は人間Kすぎなかったのである。 u 理性"という、短い射程距離より有さぬ微力~光の輪、その中

で判断を下ナ人聞の認謝ま相対的で、よしゃ絶望の光景を見たのにちがいは念いとしても、そとか

ら拍き出す或はそれに与えたく絶望〉という答も列、その類K洩れずその者だけの拾〈世界像の一

つでしかなくて、世界そのものとは違う。デaレンマット流にく絶望しない>(18)という別の答を出

すことだって全くもって可能だったのだ。可能だったのだ坊主しかし、く絶望する〉にせよく絶望

し左い〉にせよ、そのふたつながらに脆さも脆しその者の仮説である、という点では少しも変わる

ところがなく、く絶望しない〉がく絶望する〉を克服したということではなかった。そのエうえk状

態を見はるかす認識論の観点をとった者も、またしても各人の認識の無根拠と証明不能へと落らい

らざるをえない。そとでの理性の無力と、そこよ b出来する不条理もし〈は謎の繍漫。凡てが千々
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K乱れ、片言隻語すら姿定かまれど醍昧左状態。無は無をしか生まず、無から有を創タ出ナととが

でき~~、と同じ原理から、不条理は不条理のゆえにとそ何ものも含まない。

く絶望ぜるプロテスタントは、神の秩序を描けぬ。世界が己れ自身の姿K傑〈に委せるよb念い。

カフカ向敬彼Kとっても、世界のたじろぐ渋面を照らし出す光だけが真実で、それ以外では

念いのだ。>(9)

果たしてそうだろうか T渋面も絶望も序陸、渋面と絶望でしかありえまい。だカミ実は神が残忍で

あるからとそ、虚無と絶望しか左いからとそ、地獄は正しかったのだ。人は神の"正義"を信じて

神の不正に自己を委ね念〈ては念ら念かった。理性でわかるのをら信1.'1附いら念い。それは狂気の

(;9吹だった久それもその答、理性の及ばぬ自明で念いととを信じ工うという信仰が既K狂気であ

ったからこそ、白からすすんで正気を失ったのである。盲目性と無力しか持たぬ盲人、思寵Kすが

る工!?~~乞食、絶望の毒牙より解放される為には絶望し左ければ走らをい絶望者、拷問されて己

れの限界と絶望しても絶望しきれめものを知る脚b者。絶望の淵で彼はわらKすがったのだ。と、

どうだ、突如世界がトツデン返った。その一点から生命が勢いよ〈噴き上がり、無から有が誕生し

た。絶望の深化とは救済への接近K他念らず、最低が最高K等しかった。拷問吏こそ正しきPI¥絶

望のグィジョンとそ恩憾のグィジョンであった。すると、との弁証法によって下限が一挙に上限を

兼ね、存在の両極を彼はたしかに手に入れたのである。〈経望ぜるプロテスタント>の描<<渋面>

が他念らぬく神の讃美のための、そして神の函前での世界劇場>(20)であったのだ。乾坤ー郷の行

為によって意識の追えめ彼方に赴き、宇宙の何かと合致して再び地上へ帰る。デ思レンマットtJ:、

との世界を覗〈奇妙をf叡すの一点K触れ1 その全知の光度で我々の世界の裏の哀をで見透かしてし

まった。く月の裏側7てある地点>(21)から見られた地上の光景は、煮えたぎるHenkersmahl-

zeitであb、|湯気念死の舞踏であり、奈落へと向かい且奈落からきりきbと号|き絞られ統括され

ている遊戯であった。そして、それを可能Kした恩寵の視角が、キルクゴ}ルが云ったというユー

モアであったのである。

くユ}モアば、イロニ~J:!?も透か:-c深い懐疑を含んでいる、なぜたらユ}モアでは、イロニー

でのように有限性のまわbを巡っているのではなし凡ては、不信心を巡っているからである

:イロニ}の懐疑がその無知『てあbとすれば、ユーモアの懐疑は、 Credo quia 

absurdum (不条理ゆえK我信ず)という古い教理tてあるのである:>(22) 

したがって、ユーモアのほうがイロニーよb残酷であって、イロ ζ}が不可知に基づ〈念らユ}モア

は無限のゆえK、審判のゆえにあb、それゆえ、イロニ』は対象への相対的距離にぐずつ〈とすれ

ば、ユーモアば絶対的距離として世界を烏撤するととができる。デュレンマットは烏撤した。対象
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が駒の如〈絶対の盤上を動いていくでは念いか。

く観察者以外のものKはなるまいとナるKは、しかし念がら、ある確固とした非人間的な冷酷さ

を必要とする。>(23) 

世界という死の舞踏を見すかすζ とを自らにひきうけた世界のく診断戸者> デュレンマ y トは、
(2') 

いかvCもζのく非人間的な冷酷さ〉を持って、世界が破局K墜落してい〈プロセスを静かK見すえ

ている、いや、涯を垂らして待ち焦れさえして:t>.T ，磁波への転落を根源への巡礼として無ょの快

感を覚え、く死海の鉛色の波〉や破滅のグィジョンから活力を汲んでいたのだ。生と死の接点:-L¥A

ながら単限が禍して死しか見れ念い唯美主義者が、破裁を"絶望の根"で、即ち、"喪失の限"で

しか見れず、そのせいで自らも破滅せざるをえ創造ったとは反対に、 ζの男ときたら生とP酢接点

から複限的K両者を同時K凝視し、破滅をも"喜びの限"で貧ったからである。と ζろが念のであ

る。く弓凍理ゆえに我信ず>で弁証法的K獲得された全知のグィジョンは、それが弁証法的循環の

一極であるからKは、必然的Kもう一方の極へと、絶望の極へと帰されねば念らZとかった。思潟も

世界も、一回毎VC¥Aちから始めて戦い取られるのでなければ走らず、く叙述は征服>(25)であり戦

闘でごうb冒険でるって、その一つ一つが笑験たらざるをえなかった。地上にいる微力な人間には、

絶望からかろうじて獲得ししかも繰b返し辛抱強〈挑戦し左なさねば念らぬ、一回毎の全知のグィ

ジョンがあるだけであった。それは偶然の渦中た生きるに似て:t>.t、絶対的テーゼや最終決定的左

世界把握もあbえず、もしあbうるとしても、凡ては脆〈相対的で喜劇以外の友Kものでもない、

というある意味では逆に極めて強大な世界観ぐらいであろうか。

くユ}モアは本能的なもの、悲観主義や楽天主義K対する本音t勃反動、最終決定的~世界把握の

自発的~放棄、絶対的テーゼへの精神上の自衛反射作用、生命κ欠〈ととのできぬ弁証法念の

だ。>(26)

ぞれは終わりというととを知らず、現実に挑発されて次々と仮説ないしはモデル型を創b出さねば

~ら念い。

くかかる現実に対する彼の答は、絶えず新た念比喰と一連のイメ}ジだけを現実K相対させるュ

ーモアKある。 >(27)

そζで、デュレンマットはhったのである。

くHyoth6S6 fingo (私は仮説を虚構する )>(28)

との仮説は、しかし、科学の仮説とは逢って何一つ証明し念くとも主い。それは軽薄そのもの、

く道化の自由>或はく無礼御免権>(29)を振bかざしてしたい放題、自在K想像力や思考を巡らせ

遊び、遊ぶととで思いがけぬ瞬間、 「着想jのきのζ雲の中K現実を不気味K透視させる，あれも
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ゃったいこれも飽きちゃったし、今度はどれにしょうか左あ。飴でもほbばb宏がら、宇宙の砂

場の子供が考えている。と、との気難し〈気まぐれで残虐趣味念混沌という子供は、またぞろ禄で

もない悪戯を思いついた。そうなのだ、世界を浮き上がらす素晴らしい「着想」が閃いたのだ。は

たと膝を打ち、探手をしつつ、さあ取bかかれ。細心の注意と入念左手つきでデュレンマット坊や

は、巨大老砂の城築城}(着手する。組みたてては壊し、壊してはまた全〈別念ものを構築する積み

木遊び、その絶えざる繰b返し、く実験のドラマトゥルギー>(30)、楽しゃ世界の砂遊び。

2. 

人聞がつく b出したあらゆる文化、あらゆる社会、あらゆる組織、あらゆる作品、 hってみれば

人間の手K走る一切坊主、恐ろし〈脆い遊戯やフィクションにすぎ念v>o世界全体が一つの芝居でら

った。それらを支配するのは演劇論でおb、その中に生きる個人を律ナるのが演揮命だった。政治

も列、<人聞の弱さがっ〈りあげた人間秩序>(31)、その弱い人聞が共同生活を楽にする為K虚構

した作業仮説であって、国家とはそれを行うただの施設に他念ら念い(32)。だが、本性上パラドッ

クス老人聞が築いた社会ば、必然的l'Lパラドックスで、決して正し〈さることはできず、社会は恒

た不正な社会以外に走れ念い。しかも、社会はとの不正を隠す為にイデオロギーの仮面を被って己

れの正当性そ主張し、人間の習性である、虚構を現実そのものと信じ且論理的な概念を狭ばめて感

情的念場実をつ<kiたがる傾向を巧みに利用して、ファシズムへと赴しという(33)。人聞の世界

がフィクションであるととを見失い、それを神聖念組織と見なす時、世界が危険左三文芝居K堕し

てい〈のである。

〈人聞は不完全だ。彼がつくる現実は絶えず人間Yてよって脅かされている。人tl恒K虚構を築い

てそれを信じ ζみ、それが虚構だとわかって棄て去れ新たを虚構を築いて、またそれを見透

かす。>(3晶)

けれども、との様在社会l'L対する人間の理性による批判的態度は、世界カミ況や社会が鹿構である

という認識K由来するだけでは念〈、さらに理性をとえた息明ではないことがらKよって深〈規定

されていた。

く政治や国家から合理的に要求できるもの、また実行するととができるかもしれ左いようなもの、

つまb自由とか社会的正義とかいうものの舞台裏にまわるととによって、初めて、共通Vては解

ぐととのでき念h、併し各人一人一人が解か念ければ;1:ら ;1:v>、決定的なそうして自明ではな

い問題がはじまるのである。>(35)
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人間の理性の関わbうる関わらねば念らぬ、いわば誰にも自明念領域を全〈越えた次元、突にとの

信仰の次元治ミ理性を理性たらしめて〈れる、とhうのである沙えでは、それはどのようVC;1:され

ていたか?

ゆるやか念リズムと不思議念たゆたいのある文で番かれた自伝、但し、自伝でさるよ bは彼自身

のドラマを思わぜる〈記録>(1965)の中には、中世流の u世界劇場"の視点が驚〈程強烈をイ

メ}ジで描かれている。

<私たちは死ばかbか殺しKもよ〈慣れていた……>(26)

だが、彼の生きた村がいかKどきつ〈栄養満点のゴッタ煮であったとしても、

くその村ば、世界全体の中の任意の一点で、それ与はでは念い、何らとるた足らず、偶然で、置

換可能左もの念のだ。>(37)

人が体験しうる近隣や現在は、必寛世界劇場の前景であって、村の頭上Yてはそれを悠久に包みとむ

密度の渡い宇宙が君臨していた。透か左菅の荒唐無稽*伝説や神話、そして星長の方が<直接触れ

るものよbも印象が深かった。>(38)

く体験の世界は小さかった、子供じみた村一つ、それだけだ、いい伝えの世界は強力で、謎め〈

宇宙秩序の中を遊泳し、英雄たちが戦う残忍な御伽の国がそとをよぎ夕、何によっても吟味さ

れえない。との世界は受けいれられ念ければ念ら左かった。それへの信仰Jて無防備のまま傑で

晒されていたのである。>(39)

とれは、子供の世界を想い拾いただけ念のでは念い。子供じみた地球一つよb知らない人間という

子供の世界走のだ。子供はζの御伽話を信じ童話の世界を受けいれへ受けいれたととで直接触れう

る村でのく秘密一つ;1:1.r>>(40)生活が、く身の毛もよだっとともに美しい国〉と在って煙いた。だ

カ工、大人という子供は信じたか?信じなければメルヘンも現在やず、く美しい国>ば想い出の中た

とどまb、今あるは絶望か、*いしは絶望の薄められた嘘味をものばかbと念ろう。選択念ぞあb

え左かった。無力そのものしか持た*I.r>人聞は、不条理を神秘や測b知れぬ意味として感謝の心で

受容するべ〈強要されていたのだ。すると、地球が御伽の国jtC;1:ヲた。デュレンマタトの世界lLは、

半神や英雄や化物といった漫画か伝説でのような形象が溢れ、アンドロメダ星雲よbやって来た天

使も、それだからとそ、地球tl奇蹟だ、風寵だ、と狂喜して叫んで(401)、との時、理性が初めて始

動する。

くなまえに向かいあっているのは、 bまえ以外の何者でもない。>(42)

人は凡て、己れを呪縛せる輪、己れを幾度となく谷底へ転がb落とすシジフsスの大岩であった。

絶対への視線だけ効えとの輪の幽聞を解くととができ、神秘を信じられぬ理性はそれとは反対K自
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己閉塞して、自己を際限在〈切b刻まざるをえ念い。しかも、理性如きでは不条理K耐えられぬか

ら、その者は硬化し、死につつある者と念っていく。神秘の息吹きを吸h、子特島K擁護されてhる

時?にのみ、理性は不条理に耐える ζとができるからである。人や社会によって加えられた不正に就

v¥ても事情は変わらない。

く行動する権利を棄てる時K初めて、彼らは再び自由Kをれるであろう。権利を棄てるとは、不

正を耐えるζとだ。>(403) 

たとえば、コールハ}スは、不正をうけたζとで社会から不正を裁〈権利を認められていたがゆえ

K自由では念かった、という。その行動する権利がゆえK彼は、神のようK人身を審戦}せざるをえ

なかったのである治九

く不正が汝らの宿命なのだ、人間たちょ、あやまちと不正とが。>(4040)

人聞の正義は盲であって、それとそがよ b 大き念不正を犯す破自に落ちhるとと K~ る。

くただ一人、神だけが、世界K否定されずκ世界を否定できる>(奇心

絶対以外のものが柁手を審判すれば、パラドグクスのゆえK凡てが自己にふbかかってくるだけで、

自由を探して人は己れの卒獄K自ら飛びζみ、滑稽にも自己を王手詰めにする。パラドックスの克

服は、耐えることにしか左い、そして、耐えるとと、それは、く権利が待にある時tてのみ可能念の

である。>(鍋)とのととは、個人ばかbか人類全体にもあてはめられる。環伐の人類も、末喬にす

ぎのというだけで、先人どもの悪業や怠惰が勝手至極K喚び寄せてくれた、いがま我々κは一切科

のすい梅花もって迷惑千万?c雄撤Kつながれておサ、我h も列玉、フフンク 5世とともKかかる不当

?c状況を呪う権利がある害だったのである。だからとそ、しかし、 ζの権利を棄て念くては、人類

Kも同じようKバラドァクスが回転して、絶望の刑車:-c永却K幽閉されたまま虚無を落下し左〈て

は念らぬ。権利を棄てるとは、との地獄K耐えるととだ、地獄に耐えるとは、くとの世界からのが

れ泌とと〉とく現実は人聞の本性のせいでとう走ってしまったのだ>と認識し、地獄をまた人間の

手で正しい世界に変えていとうと努力するととだった。

〈世界tl、我々の不正のせいで、正当に、不正である>
(ω〉

ぞれたら我々が正し〈あれば、世界は正当に正し〈念れる、というわけなのである。

ととf亡、 8明念とと」と自明で?c¥Aとととの奇妙念弁証法的関係が窺える。自明でないととは、自

明宏とと即ちとの地上で理性YC基いてく己れのかタベき ζと〉を果たさねば、獲得されず、白明な

ととは、己れの限界で自明で~\Aととに凡てを委ねなければ、歪んで醜〈危険な毒K変質する。限

界を知った悟性は大胞に明断に働きうる。デ晶νンマタトの思考の怖るべき明噺さ、一糸乱れずK

淀み念〈流れ且つ簡潔ζの上をき論理。との水際立つ明置さは、不条理への鋭い感度から発してい
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ると思われる。 ζれが古来よ b人が置かれてきた、そして今も変わらぬ根源的な関係であった。ま

ず人聞は、根源的悪と戦わねば走らぬ。第こに人間は、パラドァクス念入品切E築〈べくして築いた

悪の社会K対し、生きている限bでの「自由」を求めて戦い、社会が虚構であるζとを見すかしつ

つ、その虚構を一つの作業仮説としてアkK活用しようと働きかけねばえとらぬ。

ととろがである。かつては未だ人間の限にその全貌が見えていたかもしれぬ人間世界が、現代る

まtl'L複雑化し、肥大し、技術化し、然して抽象化を極め、個人κはそのほんの一角ょ b昆る ζと

ができな〈なってしまい、今でははや根源的感よ bも権力と技術の絶大な地獄の方が性悪

でさえあって、それまでは根源的惑が不条理を派遣していたといえる念ら、現代では権力機構が、

限K見えぬととろから不条理を個々人iて注ぎかけ、そっく bさんに自分のあ、株を奪われてあっと驚

〈本物の不条理尻!3l'L、個人を各自の牢獄に追いとみ幽閉までして〈れているのである。理性を使

うべきところで、理性が全〈無力では念いか。凡ての源、たる混泊K直蕊する前に人は、現代世界の

手で自己閉塞させられ、あれよあれよという問に謎が消え生命を失してい〈。世界を変えるどころ

か、生命さえ危ういでは念いか。巨大念技術機構が中心K据えられた現代の政治組織に変革は考え

られず、権力世界自身治、権力の為にのみ作動する非人間的で閉鎖したメカエズムであったから、

政治のほうからの世界変革はもはや問題に念ら念かった。世界tl落ちていく。世界も奈落の艦道を

下へ下へと'隙るべき速度で落ちつつあるのだ。奈落存在、斧、踊石。それもそう遠い先の話ではな

い。もうほんの少しの辛抱だよ、既にほら氷が張っている、精神が凍ってきている。楽しみな絶望

坊主、当人らの気づかぬ聞に、ほらほらつるべ落としに深まっていくじゃないか。救いのチャンスは、

わずかK個人の精神Kしからbえ左〈走った。だ設え果たしてとの現代、個人如きに何ができると

いうのか。

く現実を変えるのは個人ではない、現実は凡ての者Kよって変えられるのだ。我々凡てがその現

実であ b、そして、我hはつねK個人でしか~\Ao>(48) 

個人が変えるよ!J~い時K、個人l'Lはそれができぬ、というようなものである。とれでは何の意味

があるか。個人の努力とは、空しいあがきの別名K等しレ、。資質が巨大であればある程現代という

抽象の化物に弄ばれるドン・キホ}テとなれその一切は酔狂たるドタパタ喜劇治、大道人形芝居

に終わる。しかしながら、 ζのパラドククスも神秘や絶対への信頼がある玖それを耐えることで

克服するととができる。だゑ2、耐えうるのは組績では念〈個人だけでしかなかったというととで、

世界を救う唯一のチャンスは、やはb、この個人の精神にしかあbえ念かョたのである(409)。

く彼は人間を解放する為K状況を変えようとしたのでは老い、彼は、自由の為K人間を変えるよ

う希望したのであった。 >(50)
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とうシラーを讃えたデュレンマァトも、全き絶望のさ中で、自由と生命のためK人間のほうを変え

ようとしている。政治組織では左〈て精神による世界の徐々なる変革、徐々走る働きかけK絶望よ

bの大転回を託しているのである。人聞の地獄にいつしかE彪察され、今やどζぞゃに掻き消えた感

のあるかつての世界秩序も、個人が、あるべき世界、あまねき平和、調和した世界へのグィジョン

を胸!t(.秘めて、無意味さと滑稽さK耐え念がら、世界砂漠の滋税或は糞尿の海の掃除の為t亡く己れ

の任務を来たす>(51)時、再び鱈れその者の限には世界が恩寵としての輝きを取b戻して、凡て

はあるべくしである光景や最高の御伽話として受容されてい〈であろう。世界に絶望しない素朴念

明るさカミ、世界が絶望であb絶望的であるととを見れぬがゆえK偽bで、それだけで既!t(f奈落」

への無意識的敗北であったに対し、絶望と深淵を熟知しつつ、それVても関わらず、それだからとそ

との世界を最上の世界だと感じE享受し生きる、かかる意識的な世界への愛だけカミ凡ての醜き、

弱さ、脆さを底まで見通したかかる眼だけカミ真に無垢Vて念るととができる。だ治i、人類全体はど

うZとるのだ。それは依然奈落の閣を落ちてい〈。ととろカ王、絶望への転回とは恩寵への転回であっ

たのである。絶望の深まりたつれ人類tl、ぞれとそ空前絶後の壮大念瞬間K向かつて碁進していた

のだった。もしかすると、決定的走破局を前Kして全人類が一丸と"t.c!:l"凡てを神Vて賭けて、自ら

カ喚んで増殖さ吃てきた地獄の大変革へと踏み出す瞬i乱理性に自覚める時が生じるかもしれ"t.c¥t'>、

そうすれば、との前代未聞の勇気ある行為た対し思寵ゑZ、ひょっとして地上の人類tても下されるか

もしれをい。個人を変えるととは、個人の魂の調和、救済を成就させると同時に、人類最後のとの

起四回生のチキンスK向けて、それにふさわし〈人聞を準備させてか〈ととでもあったのだ。そし

て、との精神Yてよる働きかけの為。一つのチャンスK演劇があった、いや、そうたら"t.c(ては、

くみぜかけ文化の象徴>(52)であるばかb刀、現代の様kkく現実をめ〈らます>(58) 幻惑装置

Vてもたち打ちできずに、今でほただもう惰性だけで生きのびる遺物1'Cすぎぬ"演劇"の、存在意義

が全くを〈な，てい〈であろう。だカミ、演劇はどうやってそれを成し遂げていたか?

もともと自明左ζとがちK属す地上の権力や技術空聞が肥大し、不条理の虎の威を借bて自明で

tl::¥t'>とととの境界を踏み摘b、一方的に個人の精神内;τ押しいったそのととで、個人は、根源的念

関係を現代Kなすすべも念〈もぎ取られ、 hよよ無力感を強めて奈落!t(至る病を悪化させている。

との麻惑した個人の精神を再び活性化さぜるl'Ltl、まず第-!t(暖味と念った領域を明確に分離する

ととである。信人と混沌との対決を阻んでいるその抽象の霧を級いさえすれば、それまで不分明で

あった絶対・混沌・世界・個人の本来の位置関係を赤裸々に露呈するととができて、凡でが一望の

もと花見はるかせて思考も尋常に働き、混沌K触れれ』主萎えかけていた生命も神秘のリズムκ共

鳴して自ずと弾むであろう。執念〈絡みついて人を“擬似不粂理"で窒息させていた現代を突き離
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し、その隙間K勢いよ〈永遠が吹きとんだ。精神の自由が渡れとれがあって初めて、自明念 ζと

と自明で念いととの弁証法が各人の裡で始動したのである。それというのも、その精神の自由とそ

理性と魂の弁証法、社会と不条理の弁証法であって、その両者を同時:rc見やる複限、その接点、そ

の境界領域だったからなのである。との複眼がユーモアであb、喜劇の本質であった。との境界領

域が言葉の、それゆえ盛構の次元であった。それはまた、く阿呆の自由〉生得の軽薄さであb、

く「現実」の専制から解き放たれていて自由左>(54)幻想であれ夢であb、遊びであb、芸術で

あれそのーったる演剖だった。そOi制仇凡てを一端亡視覚化しうるJt)指示舗l拙しようとLていゐ哲l

は、彼の剖毒劇、時宇を認識させようとする人同教育機圏、観客と社会の自己認識の場、人聞の諸可能性

とbわけ最惑の事態の提示Kよって、社会が非人間的に走らぬよう響告する、いわば、 ζれまた脆

い虚構K他念らぬデモクラシ}の中でのく演居間:J~てよョて箆嫁が意識的K 自己と衝突しようとする〉{55) 

自己箭l胸装置であったからである。遊戯衝動からく物語を語るとと>、とれが作家の社会参加だっ

た(56)ヵz、但し、その物語は章子告であるから慰みものではを〈て不愉快走、虚を襲う危険左爆弾で

あらざるをえ念い(57)0死から生に仁王立ちする追悼丸凡ての露呈は必至であった。混沌の不可

視~からくりを見透かし、人間がでっちあげて信奉せる神話の無根拠さを比喰の中で暴きたてる統

一像が、矢継早に案出された。もちろん、鴨 神話"を u圧縮された世界像"ととる走らば、 ζの比

聡も亦たしかに、世界の全様態を凝縮して鮮明に展覧すみ一種の神話には違い念い。

<虚構の群れからは、〈神話〉が生じてと乏ければなら念い。>
(58) 

デュレンマットカミ一見ひど〈現実離れのしたそれとそ役立たず左虚構や此織をわざわざ案出する

のは、彼の描ζうとしているのが過去でも未来でも念〈まさにとの現代であb、現在時だったから

でおふ。過去と左った事件や時代は成程、眺望しえ、その全貌を写実的手法で描〈とともできるか

もしれ左h。だ治、我々自身が僚主 bとんでいる現在時をその我々自身が見渡すととはでき左h相

談で、リアリズム風に描写しうるといってもせいぜいが己れの接しうゐ断片ぐらいであって、全体

をそっ(t呑みこみ浮きょがらすにはほど遠い。現在持を描OCI合、いい変えると同時代劇を創b

出す為には、生成しつつある現実を描〈アリストファネス来の古喜劇の伝統K帰って、凡てを一つ

の巨大念「着想」の爆発によって視覚化せしめl.ょ b念かった。 r着担jとは外よ b何の前鰍1も

な〈飛来し、その瞬間の現実だけを否応*<現出せしめあ鴎石である(59)。それは彼の思考の枠、

先入見を趨えて示現する。かかる巨大左「着想」の廃示を求めて、後は無数の着想の渦κ敬度K身

を委ナ。「着想Jの思織が下れその「着想」が素材を強尽もし〈は発見する。素材からそれ独自

の演劇論が内よ b発光し、それにふさわしいフォルムが自ずと生じてくる。あとはもうその「着想J

K身を晒しその律動を果てまで追っていくだけで、彼方から、彼個人を凌駕する現実が姿を現わし
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てくるであろう(60)0 r着想jは現在時K距離をとってi>"J)、それがゆえに、現笑を包摂する土む聴
を生み出すととができるからである。だ久同時代劇を創造するかかみアリストフ7*'ス流の手続
きに赴Oc先立ち、謝まそれと平行して、現代という奇妙な事情をデュレンマットは克服し念けれ

ば念らをかった。念ぜ走らば、困ったととKその描かれるべき"同時代"治、現代Uては念かったの

だ。現実の抽象化、希薄化もその一因でをいとはいえぬとしても、現代から現在を覆い隠、してフィ

クションを窒息させていた当のものとは、歴史意識による過去、く既成のもの>(61)であって、と

の調漫ぜる死物を清掃し念〈ては現在が出てと念い。そとで、一面K蔓延すゐ不気味念過去の呪い

を被い、清め、歴史意識を駆逐し、凡てを現在時へと還元する為の手法の一つ語、パロディであった。

それは、既成のものへの意識的対比、現在時以外の価値剥奪、現在時への還元剤として作用し、そ

れが成しえてようやく同時代劇が構想されてくる、と考えられる治、とのパロディも亦着想に基づ

き着想の一種であるというととから、現代を視覚化する戯曲、とれは無論喜劇でしかあbえをい設え

それは、古喜劇やスウィフトの時代と比べ二重!tC着想を必要とする、というととができる。それは

また二重に距離化を強いられていたととでもあって、それを成し遂げる為K変形、誇張、デフォル

メと形容されるものが多用され、成し遂げられていたから多用され、いずれKぜよ、次h とグロテ

スクが喚起されてきた。〈最も極端念様式化〉もし〈はく突如の比聡化>(62)であるとのグロテス

クの到来Yてよって、悲劇jではをく、<人問状況の比職、最後の精神的自由の表現たる喜叡1]>(63)が、

舞台にかけられるようにをったのである。

3. 

世界の砂遊びに於いて不変なものは永却の空舞台だけで、その上で次々と装い新たに演じられて

はいつしか消え去る人間たちの芝居治Z、脆〈はか左hものでしか左いようY亡、そのよう念人間世界

の原様態を多彩に奏しその脆さと虚構性を完膚念きまでに晒け出ナ劇場の砂遊びに於いても、不動

念ものは、その舞台だけであった。

く舞台は、世界では左〈その模写ですら念〈て、自由である人聞によって作b上げられた、創作

され虚構された世界左のだ。>(ω)

との、虚構?てすぎない、という点i'C演劇の演劇たる所以があった。たとえば、舞台で世界が意味さ

れ、幻想が溢れてく為。けれども、その世界は意味したのであって世界そのものでは念〈、演じら

れた、それ宣伝虚構された世界Kすぎず、幻想とて演じられた幻想でしか左い 。芝居は所詮芝
(65) 

居だった。たとい不条理劇であったKしても、それとて不条理を演じているのであって、不条理そ
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のものとは違う。しかも、この実理は、不条理劇ばかbか他のあbとあらゆる様式と手法の戯曲K

も該当いそれがどん念形態であろうと砂遊びの一つの形K変わタはなかった。そして、それらを

生み出す棋は会〈同じ砂遊びの楽しみで、凡てをζの演ずる喜びから創作し演ずる松源的t.c砂遊び

をデュレンマットは、 KOmodieと名づけ、 一切の演ほIjをそとに包f英しようとしたのである。と

れはたしかに、決定的左ととであうた。現代K娼獄を極める様式の古しれ、統一フォルムの喪失、演

劇論の氾濫といった忌わしい否定的左事態がとζに様相を一変させ、今度は全〈反対にその混乱ζ

そ治主、 fKomodieJ という不変なるものの多彩にしていつも新た念示現であゐばかbか、多様

性を描くまたとないチキンスl'Ltで念ったのである。したがって、デュレンマ y トの舞台も、さ念

がら魔女の鍋のように議〈程多くの手法が奇重対亡混在してぐっぐっと煮えたぎ久美味なグロテス

クを大盤髭舞してくれゐ。様式や演劇論がとるζると変化し、実験が続いたその末Y亡、 ドタパタと

陰惨と倫理のどちゃまぜ渦が巻き起ζ れとの男には全く困ったもんだ、あう云ったかと思えばた

ち会ちとう云い、真意奈辺にあるや定か念らず、扱いK<いも程がある、と。だ設えそれも、舞台

が虚構の場、己れの可能性の範囲内在ら何でも演奏するー穫の楽器であったせいなのだ。現代世界

も描かれた。それは混乱し、絶望だった。しかし、

く世界が混乱しているのであって、芸術が混乱していゐのではない。 >(66)

演劇も、芸術のーっとして永遠の次元や榊必の大海、もしくは葛藤治sら離脱して一種の苑である言

葉と h う完全さの領域K浸って~þ、混乱から超然としているものだった。舞台は、我々の無常に

して混乱せる生をく道化の目白〉で遊ぶととによって永遠の次元Kとbとみ、据えつける。

く私は、舞台の上で舞台によって世界の藷可能性を演じっ〈すととによ b、世界K就いて熟考ナ

為。>(67)

だ7，ji、また

く完全なものは突如我々を裁き、我々にとって恐るべきもの、危険念ものとなる ζとができゐの

だ。>(68) 

本来あるべきくansich >の地平から脱落したもの語、審判をうけ、反卵jされていった。滑稽で

醜い人間喜劇の誕生である。と同時に、演劇は、凡てを耐えうるものとしうる虚構でもあり、虚構

は砂遊びとして玄omOdie K他走ら念かった。 混沌の手K操られるフ 7ルス、神の眼前での喜邸ん

舞台の虚構性から発ナ砂遊び、それらがまた、 Komodieに包括されてい〈。 ζれまでの演劇を

呑みとんで新らしい一つの演劇へと統合してい〈可能性語、そとから浮かびあがってきた。確実左

ものといえば、 "Komodi白"と、く素材の舞台可能性の考察>、フまb手法の経験的集成である

く素材からの演劇論>(ω)の二つだけにすぎをかった。作家はその素材の内的論理K従臓に従h、
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素材の舞台積載カを測れそれが要請するドラマト。ルギーを用いて比織や象徴へと変換していく。

真理を指向せずK書〈走ら、真理が噴き出てくる。 (70)

く演劇が縛られるととをし即ち本能的にする念らば、人間の良心Kのみ訴えかけるととができ

る。〉
(71) 

筑摩;Jの根源的グィジョ Y である。

ぎて、使宜上とのこつの要素を演劇の定数と考えてみると、との定数の台座上に様h在変数が流

動しているのが判然としてくる。その中~Ltl現代状況から導かれたものがあり、作者の個性よ D 発

したものがあb、或はただたんKある素材を描くに有用だと h うので云われるものもあるかもしれ

念い。技術や権力の限bを知らぬ肥大、世界の抽象化、罪や罰や責任といった宗教的行為の消滅、

悲劇の不可能性、集団による無意識の犯罪、無意味念修羅場、原爆、ポッシュまがいの黙示録図の

実現。との様念現代Kは、えだもうく絶望の表現である〉喜劇しか似つかわしくをい、という彼の

有名左華廃念る証明(7!)も、その変数のーっと考えられる。だゑえそれらの変動項ζそは、デュレ

ンマット演劇の独自性とともK、その変遷過程を如実に示すととろであって、例えば、初めは宗教

的色彩を実に色濃く湛え、それに呼応するかのよう左凄じい言葉の爆発を見せていた彼の戯曲治、

次第によ b理性的と念って、方法論の意繍句研鎮の方向を強め、かつての化物どもに坊主わって、き

ちんと動機づけられた等身大人物が惑を行っていく。前作の実験で獲得された変数カ込ととでは次

の変数xをめざして拡大徹底fじさ:11..，.次作が実験される。一つの実験は、次のさらに至難老実験へ

と彼を駆bたてて、そして、ついにはそのきらひーやか左冒険行の奥から、出発点の無機的で非生左

世界が、次第にあらわにされてきたのでるる。左かでもその歩みK大きく与った変数は、 「偶然」

と「最悪K可能左転回」のこつで、初めからデュレンマァトを深く規定していた手法ではあるが、

それらが公然とドラマト，:.~レギーに組み入れられたのは、〈物理学者たち:>(1961)が最初と~

h 以来、それらは意識的に研ぎ澄まされてくるようK念った。一体デュレンマットは何故にそれ

らを多用し、方法論の中軸Kまで据えていくのだろうか?だ坊主、その答はいたって簡単念のだ。素

材を現代という採石場から切り出し、現代を描とうとしているから左のである。同時代劇はグロテ

スク喜劇jであった。性質を少しく異にする数種の抽象の霧さえ克服すれば、現代という同時代から

は、二重にグロテスク念喜劇が生み落とされた。けれども、現代を描くとする走ら、生憎とれだけ

では未だ十分とはいえ念かった。そう左のだ、比喰に捉えられた現代世界治、現K奈落を落下しつ

つあったでは念いか。それは、グロテスク念絶望喜劇j以外の左にものでもあbえ念かったゑえそう

であったとhうのも、現代の人類沙Z、己れtてかけられた迷惑千万をパラドックスを回避して、思わ

ず知らずぞの「最悪に可能を転回」を喚ぴ寄せてしまったから念のである。現代を描とうとすれば、
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パラドックスと「最悪K可能左転回」が左くては走ら1lい。彼の喜劇も、したがって、グロテスク

で絶望的念パラドックス喜劇K1lっていたのでるる。

有限存在というものは、そのまさに有限であるというととだけで、己れの及び難い全体を有して

いる、と考えるとすると、全体を先K指定せずとも、個から出発して個の限界点まで論理を追いつ

めk1lらば、敢えて手を下すまでもなく全体のほうから自然に姿を開示してくれる。個性や具体的

なもの、さらには素材だけK恵念しているだけで凡てが整会していくととができる。すると、個と

全体が同時に獲得され、不条理だけを描くのでも理念を描くのでも左く、孤立せる個人だけで済ま

すのでも社会だけに限るのでも左くて、個と全体の、不条理と社会の絶えざる弁証法に基づいて、

その双方が一挙K統合され、生と死の接点、それらを同時に闘をえる複眼たるユーモアの描く舞台

には、不条理の深淵と社会のからく bが混在したのである。 ζの弁証法のどちらかの極が欠けても、

パラドックス喜劇ti成立できずに、不条理一色か社会一辺倒に聾してしまう。何ーっとて意味も光

も字をぬ不条理かイデオロギ}。だカミ、個からしか見左いデュレンマットの世界とて、その不条理

一色と変オつるととろが念かったのではあるまいか?金星の生 をあえて思い浮かべるまでも 1lく、(73) 

「偶然」という危険で無意味念踊石の群れが縦横に、上下K飛び交う世界、

く生は残虐で盲目ではか1llAo それは偶然κ左右される。 >(74)

人聞の力走どたかカ咲ぽlている。 ζの「偶然」にどうして太万打ちできょう。人間がよしゃ理性の力

で秩序を築いてみても、 「偶然」が秩序の枠外よ b来たりて、秩序を一瞬のうちに破砕してしまう

であろう。天よ b忽然とふってくる不可解ま「偶然j、とれは一体何だったのか?想像を絶する神

意念の治、それとも自然の悪意なのか?一定の法則も左くでたらめに世界という狭い舞台の中で苛

立ち悶える、盲目的意志の無意味な破壊逮動。とれを不可測の正義 「必然jの審判として感謝の

心で受容すればよし、しなければ、例によって虚無の密室が冷た〈その者を待ち伏せるであるう。

その者の精神K正確に呼応して混沌は、自在に姿を変えるのである。ところがである。成程、古代

Kあっては、運命の残忍至極な女神として君臨していたとの盲目的意志i，:i>~株を現代にとられ、

人聞の工nferno(地獄)(75)には兜を脱いで、泣顔の他の神々と連れだち、すごすごと玉座を去

っていってしまったのだ。

くいま舞台の脚光を浴びているのはすべて、病気とか経済恐慌とかいった「偶然」であb不測の

事故である。>(刊〉

ζれでは、現代を模写したところで、どうせ事故と偶然の無連関ながらくた市にすぎまい。それだ

けではない。人々も、 ζのがらくた市の偶然K珍妙な具合で奔弄される憂き目Kあわされていた。古

代の女神さながら念力で現代の偶然が人々を締め、人はそれになすすべを知らぬ。だ治Z、一つのネ
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ジの故障が原爆を、したがって世界を爆破させるよう¥'L，つまらぬととの変調や故障一つが思いが

けず「着想Jを、即ち「偶然Jを大爆発させ、そのきのと雲の中K人類全体の景観を、地面からヲl

き剥がして吹き上げるととがあるかもしれ友い。舞台農にある"擬似偶然"治、央K隠されて見え

ない「偶然Jを喚起して〈れるのお現代を特徴づける故障や偶然を描〈とともぬそれらが同時

に人聞の枠を壊して自由の空間をつ<tもL、そして、判然としなかった生の不条理と絶対からの

審判を到来させていたのであった。透か前方I'Cf偶然Jが荒れ狂う太古の海説、どす黒い雲の下、

不気味K広がっている。非合理というとの嵐の海上に浮〈船K他ならぬ脆い人間の世界。と、その

嵐に見舞われた船上でひ tん念ζとから、つま夕、ほんの偶然から、大砲の留金がはずれた。ひと

度解き放された巨大念鉄塊は、悪意を持った生き物の知〈縦横に転がタまわって、甲板のものや人

間たちを無惨に既摘せずにはi.~かない。との大砲治、つまらぬ偶然のせいで他K対しては自ら「偶

然」を演じるデュレンマフトの「偶然」であった。しかし左がら、との大砲が己れの意志では左〈

て、荒れ狂う盲目的意志忙動かされていた{鬼備であったように、そして、初期の人物たちも暗黒が

自己を実現する手昌弘いわば"暗黒の殺智"の犠牲者であったように、偶然誤って虚無の大冷凍室

にはいりとみそのまま閉じとめられた者たちも亦、何をいbう彼ら自身の内部自体が虚無の密室、

正1...<は密室K左bつつある密室であったからとそ閉じとめられたのであって、それだけで既K虚

無の偽織だった。その様在、ほとんど奈落存在として死Kつつある者の極端例であるシ a グィッタ

ー(<:隈石>)を絶望K追いつめ、 絶望に硬化させたものとそ、またもや、デュレンマタトK頬

出する知の可能性であっ九そう念のだ、 ζの男丸地獄K向かつて墜落する〈トンネル〉

(1952)の列車にのってb夕、彼も刻、そしてとの喜劇の中ではただ一人、世界が落下している

ζとを知っていたのむ落ちいくととを知る者は、知っているというそのととで自ら落ちつつある

者である。彼の内部に宇宙冷気が吹きとみ、虚無を漂うガラス玉K幽閉され、人はめ〈らむばかb

k孤独だった。人は行動せざるをえない。知が彼を急き立てる。との瞬間I'Cf偶然Jが襲うのであ

る。二重のパラドックス存在と化し、彼は激しくのたうちまわる。嵐の甲板上の大砲となって、ま

わ.!JQ.;)人々 に暴威をふるh、そ0結果、舞台はあたかも爆弾の塊持所のように、との手に負えぬ

「偶然」の手にかかって次々と人治犯んでいらそれというのも、彼は、虚無の冷凍室K閉じとめ

られながらも、その密室を抱いて社会t亡、社会の雑踏のど真ん中K盲打ちしていたからなのである。

孤立者の自己王手詰め治、 「偶然」を注いだだけで同時に世界を舞台に喚び、ガアス玉同志がから

みあい、人を打つようでhて結局己れを打ち、虎の威を借bたその「偶然Jによって葬b去られる。

それは、樹屯が各自tむさし向けた「必然Jであ夕、襲うべ〈して襲った"最後の審判"のζとであ

った。自現在ととと自明でないとととの弁証法を極めて意識的K方法論イとした産物である「偶然」
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Kよるドラマは、不条理の深淵と社会での悪や歪みを暴きたて、しかも、正義や運命、思穏や審判

が「偶然JK身をやっして飛びかう、独自な宗教劇場でもあったのである。

有限存在たちが自分から絶望と審判に飛びとんで〈れるのは、複眼の武器えるパラドックスが自

動運動していたからである治、思考と現実との務差による矛盾・葛藤が火花を散らしたのは、ただ

K彼の戯曲の特質Kすぎ念かったのか T

く演劇の，思考は、現実をその内的乳蝶度に基づいて精査する。逆説的にあらわされうるほど、現

実は演劇の素材として一層ふさわしい。>(7の

演劇自体カミ、二律背反による矛盾、葛藤を生命源とするものらしい。

く必然的に解けがたい葛藤から出発して葛藤そのものを提示するとと、それによって劇の中K人

聞が己れの姿を認めるように虚構する。〉
(78) 

少くとも、デュレンマタトは、との"葛藤の提示"とそが演劇の生命そのものでゐb、本領であっ

て、他のいかなるものも演劇程Kそれを大胆K駆使するととはできぬ、と2替えている。それがあっ

て初めて、今や無力と化した形骸の演劇が己れの意義と道を見い出1..，.純粋な演劇として自立する

ととができた0である。したがって、その様な演劇は、個人の葛厳と世界の葛藤を描とうとする。

なぜ走ら、デaνンマットにとbついていたのは、凡てを含んだ世界劇場だけであったからだ。だ

坊主、その漢方向時の葛藤最大成裁を行いうる為には幾重ものパラドックスがなくては左らなレ司。存

在のパフドックス、人類のパラドックス、知と行動のパラドックス。とれらを一挙に動かし且つl踊

次開示させうるもの坊主、"筋"だった。筋は、 「着想」の落雷よタ始まb、それゆえ「着想」のと

とである。 r着想jとはまた、 「偽然JK他ならず、筋K規定されるとは、したがって、 「偶然J

K規定されるとhうととなのであって、それで、 「偶然jの主計蔭でパラドックスを倍乗させられた

者さえ、との神意たる「偶然Jを拒んで回避してくれるなら、その者は危険左火の粉を振b撒き、

火の粉を振bかけられてあわてふためき登場した世界がまた無意味な茶番で落ちつつあるものだっ

た。 r偶然Jを契機K個と世界の両者が同時に七転八倒した。しかも、ひと度始動させ・られたパラ

ドックスは、果てκ辿タ着くまで決して静止するととを知ら制為ったので、事件は不可掛伴「最

悪κ可能な転回」を舞台に惹起し、絶望へと凡てが放b出されて動きがとまる。またもや、絶望的
でグロテスク念世界喜劇が眼前K広がっていったのである。パラドy クスと「偶然」と「最悪に可

能な転回J。複阪の子パフドタクス、絶望者への思縄「偶然」、存在下限確定の為の終末への墜落

「最悪tc可能なる転回」。不条理と宿命、終末と審判が訪れた。奈落を落下しゅ〈現代が強要した

変数語、いつしか定数に重左夕、極めて論理的な手続きを媒介にして、現代から Komodie治、

砂遊びがつ〈られたのである。
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4. 

「着想、Jのドラマト pルギーは、 「偶然」のそれに重なって、 Henkersmahlzeitや追悼

文をつく b出しているのである治文追悼文の源は終末からの威嚇Kあ夕、死や虚無へ生をぐいとヲ|

きつけ、生と死の接点、即ち生の根源、点の上に逆三角形状K広がる生の様態を、死の上での人間ど

もの滑稽でグロテスク念舞踏をギラギ;;と照らし出そうとする。不意に時間が消去され、終末時の

一点K凡てが劇的K凝集されるや、正反対のものも互いに混じbあうh とまも左〈同じ平面上K隣

bあわせで険しく混在させられてしまう。その接点治、不条理と生を複限で見る弁証法だった。そ

れが演劇だった。だカミ j主点は、接点だから現実の生の重みを持た左u、。それは現存.在崩壊の大爆

j市の上に静かにかかる虹で、あってなきが知き透明左領域である。それはもちろん現実では左〈、

現実とも直接連続性を持たず、現実と舞台の間には決定民断層が横たわっている。世界は再現され

もしえ~かった。との世界の空しさ、脆さ、根拠のをさをまざまざと見た見えすぎる者K と b、世

界はもはや見えるだけのものでは左〈、眼K見えぬある不可解なものカミ、中心Kしゃしゃタ出て〈

る。彼は、夢のかけ橋を渡って可視の現実を越え、彼方の「無Jとつをがる。内なる虚が、外輪の

虚e出会ったのだ。所詮空洞の如きものKすぎぬ存在は、それを満たしてくれるヱ}テルK、 撫l

k飢えていた。存在とは、それだけで我知らず冥界を字み、己れがその一部である神秘な大海への

鋭敏会る共鳴感覚を奥処に秘め、そのような透明感覚のレンズ培、現実を包摂せる超現実を案出す

る。ぞれだけ坊、無意味に変転する盲目の砂遊び運動を洞察した者を、虚無の波から衛る唯一の城

壁だったからである。現実は脆い。それまら、現実と同質の成分の城壁では、その津波kζ難なく砕

かれ、生が虚無VC敗れて水びたしとをつてしまうであろう。人が虚無K対抗するには、したがって、

現実では全〈無力をものであらねば念らぬ。最も無力念もの、最も無用まものとは何か?夢或はフ

ィクションである。それとそ、存在のよすがとをつて、絶望から、しかい絶望K抗して噴出しう

るもの、 hわば、存在や世界への疑惑と絶望を原動力とする、虚無を前Kしての本源的在世界肯定

の形式であったのだ。世界は再現されえをレ、。舞台で描かれるのは、現実をも含む奇抜な比像、現

実とは一線を薗して自立する独特をフィクショ Y 空間だけであった。 r無JVC根拠を有L..." r無」

から存在が帰って〈る。見えぬもの、現実からあまるものが、見定めがたく舞台空間を成立させ、

フィクションに実体を賦与し、自由な想像を許容する。その途鰍もないものに比べれば、いかに荒

唐無稽左筋も奇想天外な着想も7JU段驚〈にあたらぬではないか。御伽話がリアリズムと等語であb

えた。フィクジョシ濃度の強さが作品の現実感覚を鮮明vcIへそれK応じて生命も具体性を帯びて
生動するととができょう。フィクションと現実は険しく対崎している。フィクシ智ン濃度に比例し、

-50-



また板lて細首並べる現実への衝迫度も増すであるう。だ;:);，、フィクションがいかに自立せる次元で

あるとしても、決して現実から遊離して夢の彼方K埋没してしまうことはでき左い。それは弁証法

であったからである。一方の要素を欠落したデ斑法は、もはや弁証法ではない。フィクシ旬ンも、

フィクションである為には、是が非でも不条理と現実の双方を見ていなくてはならなかったのでめ

る。そして、との時、フィクションに衛られ、求められて、有限左る現実がとのよない個性に輝く

ととができる。と同時に、しかし、我kのt註界が何か途方もないものに包囲されているととを知っ

ている精神は、凡てを相対化し突き離して見棄てる恐るべき無関心や冷ややかさを秘めている。濃

密友生命。息吹きK溢れるデュレンマットのt辻界の底(tC、戦懐的な澄明さと静雄な破滅のうるま?い

が感取されてくる。 ζの何ものも侵すζとのできぬ不可思議な不気味左までの透明度。はしゃいで

いるのに、冷たい白刃の飢ざわ b、清例~朝方の渓流が擦過する。けれども、それがそうであ D え

たのも、あるものがあbながらあるだけのものではな〈て、ほとんど仮象として、透明で明断な、

しかし、笑にわけのわからぬくらげ状の謎として、見とお、しのきかぬ神秘の大海もしくは虚無の宇

宙をふわりふわタと漂っていたからなのである。舞台κは成程忌筋があD思想があタ社会があb論

理があb人々がいる、が、同時に何もない、かと，E、えば、その何一つない状態のあるためκは劇的

な筋やらがなくてはならぬ。つまb、デュレンマ γ トは、透明な言葉で彼の論理的積み木世界を虚

構していた、というわけである。論理的で明断な形を措定し、人物と世界をパフドックスの力で論

理的に破壊するととで、それらを己れの足もとへ呼び戻し喜々とする非合理念る混沌。その戦傑の

発散と浄化。ギリシャ悲劇の構造功、ととK顔を覗けているのでは念いのか?

くひとたび見ぬいた真実の意識のうち V~ 今や人間はあらゆるととるに、存在の恐怖あるいは不

条理しか見左い。 >(70)

ζれが世界への曝吐だった。ギリシャ人たちは生の危機K際会していた、とニ}テェはいう。だ治i、

彼らは、その時、<押しよせて〈る現実K対する生きた揚陸>(80)としての合唱団を発明し、それ

Kよって己れを救済しうる芸術を創b出したのだ。なぜなら、舞台の世界はζの合唱団が夢見るま

ぼろしであって、そのまぼろしという日常と不条理との中間世界の中で、凡てが破壊されていくの

を見‘戦懐によって戦僚から浄化され、あまつさえその墜落の喜びK悦惚とするととができたから

である。<恐怖ナべきものの芸術的制御としての崇高左もの>(81)。しかしながら、それが可能で

あったのは、そこK神話共同体があったからとそで、そん左ものなどあbもし念い現代、合唱団や

それによる浄化があるわけがない。殺しは殺しだった。危険な光景を浄化しうる悲劇は、死んでし

まったのだ。今や残るものはといえば、舞台と砂遊びでしかあるまい。危険なものを描〈為には、

必らず滑稽なもので平衡をと b、それを見掘えられるようにしなければならない。それでデュレン
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マットは、滑稽*ものによって身の毛のよだっ光景を突き離そうとしたのである。だ昔、何を IA :J;~

うKomodieζそは、 ユーモアκよる遊戯であタ虚構であるというととで既に、不条理なものの

芸術的発散だったでは念いか。 Komodieが、 かつての合唱団κ:ztかわった。殺毅や彼滅や絶

望が笑いと Komodieの憶の中に呪縛されて、陰惨念結末K理性が突き落とされていく。

Komodieは、 しかし、砂遊びであったから、との現代明ギリシャ悲劇"の筋は、アリストアァ

ネス流の「着想」であらざるをえをかった。だ治ミ、その筋を君臨させさえすれば、その比轍の内部

をギリシャ悲劇jそのままにするだけで万事整い、か〈して、ととに、悲劇をそっ<lJ包む古喜劇、

という形で両者の綜合がをされた。滑稽念筋立てとそれに奔弄される人物たち。自綜く筋のKomo-

die> の誕生である ととろ功、現代の u合唱団"がKomodieであること治、 矛盾・葛(82) 。

藤の浄化の意味あいにある大き左変化を与えざるをえなかった。悲劇が葛藤を解消させるとすれば、

喜劇は矛盾を認識させる。世界劇場としての筋の喜劇κも数乗のパラドックスが仕掛けられていて、

そのパラドックス念筋は感情移入を阻害し、笑いも対象を突き離して距離をつく b、いわゆるカタ

ルシスの演劇昔、同時にく異化演劇そのもの>(83)VC~ ってhたのだ。ととでいうカタルシスとは、

矛盾や絶望を見すえさせつつそれをユーモアの力で耐えさせるととだった。耐える力とそ、パラド

ックスを克服しうる唯一の力であったからだ語、唯一の自由である精神の自由を分有したからには

ととから、即ち、戯曲の終了したその地点から、個々人それぞれの決断と行動が〈るととになる。

そとよりは、演劇も一切関わらめ。デュレンマットのKomodieが関わるのは、根源的世界と現代

世界像の提示と、ユ}モアに工るそれのカタルシス、つまb認識だけであった。だ治ミ、 ζとで一つ

問う必要がある。との現代、果たして感情移入の可能な代物なぞまだあったのか、と。凡ては中途

半端で存在の定か左らぬものばかりではないか。どれにも心がのらず、演劇も白h しい。現代への

幅吐が慢性化する。異化よbも何よりも第一K、感情移入の現代的形式の確立が急務だったのだ。

世界自身が自然を喪失している。そとにあって"素朴"走者も、自然を喪失せる者でしかあbえな

かったから、もし、根源的たらんとするならその者は、 u素朴"ではなく u意識的"でとそあらね

ば左らなかった。"意議的"とはどうhうととか?あることを己れから突き離しそれを検証すると

とであった。根源的世界を覆い隠している現代世界に距離をとって、それを自然の状轡に遺元し左

ければをら左い。奇扱*着想、比除、パロディ、デフォルメ、グロテス夕、笑い、戦標、恐怖、シ

ョックと称される手法治Z、陸続とその距離化K参与して、観客を舞台へと巻きとんでいらすると、

実陀面白い事態が発生した。現代世界に対しでも根源的世界K対しても距離をつ〈って、それらを

外へと突き離す笑い出それ一つでほとんど正反対と見える機能、観客を我知らず巻きとみ不意に

虚無と現実に晒せしめるくねずみ落とし>とその克服を同時に果たしていたのである。笑いカミ、も
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ともと生命の弁証法として、本能的批判であb、自由の表現だったからであるぬその様な笑いか

ら出来ている喜劇も亦、距離をとられた現え想像力や遊戯の喜びで分析された現実を呈示する人

間教育機関、ユ}モアによる認識・批判の鍛練所であった。デモクラシ}並びKデモクラシ}の中

で u 自己認識"の機能をもっ芸術、といった考えの比重の増大化に比例して、批判という概念が重

祝されてくるようにをるが、自らも u科学的批判的に思考する劇作家"の立場をとるデ ι レンマッ

トは、よb批判的でより意識的左傾向を次第K強め、戯曲のうちにさえその批判的思考の爆薬を装

模していった。その様な意識のドクマの為の演劇論の模索が本格的に着手されたのは、〈演鼠~e著者

問題〉からで、それに続いて〈アランク 5世〉で仮説を、そして、〈物理学者たち〉と4関石〉

に於いては「偶然」とパラドックスと「最悪K可能を転回」を方法論として確定し、く再洗礼派〉

に辿bついてく筋のKomodie >の一大総括をしてくれている。それらの概念は、たしかに出発

点以来のデュレンマットの創作を凝集した巧h発想と云わずκはbれない治、その様左方法論の意

識的研讃は、しかしながら、彼をただに他の引力圏よ bヲ|き離し独自の道を歩ませていただけでは

なかったらしい。左ぜといって、独自の道ならともかくとうに歩いていたのだ。様々を障害もあの

手との手でどうKかクリがつ〈。そうではないのだ。彼を駆bたてていたものは、凡ての障害をで

きうる限b 少~v手法で、ってま b 統一手法で解決し、世界t(l持描出の為の凡ての条件を一挙K満た

そうという、謎め〈衝動であった。彼の創作の転換点Kあたる〈再洗礼派〉に於いて、 方法論の

一大総括が添えられていたのも、したがって、あ左がち故をいととでは~'-̂o r偶然」とパラドッ

クスと「最悪に可能な転回」さえあれば、何でも解けたからである。だψミ、それらが獲得されるや、

今度はその既得のものをさらに極端化して次のより至難な段階、限界へと、デ与レンマツトは突進

してい〈のだ-舞台κはどれほどの可能性が埋蔵されている治、演劇の限界まで笑験さナととを許

容しうる手法は何か?n偶局然jや「最思jの極{値直沙かゐら世界4必訓占刻j場のよb鮮明z左t光景が現出し1なbいだろ
うか?現実を凡て含む鴫極端例"をさらκ転回させた鴫極端例

ダ星雲から銀色の澄んだ眼をした字宙人の超大t左t祝角で天体望遠鏡を通して烏蹴するがようUκ亡、と

の世界の底に横たわる残忍な仕掛けを明断K露呈しようとしているのだ。むくつけさ混沌の戦慌の

グィジョン、人聞が存在するととろで念らどとででも秘かに演じられ‘繰b返し姿を見せては倣然

と君臨する不変なメカニズム、との世界の蝿おj法則を一糸まとわず人前vc:晒け出し、人々をそれに

直面させて認識させようとしているのだ。けれども、との、〈再洗礼派〉以来と bわけ強められ

てきた傾向とてデュレンマット演劇の特性だったのであって、陰惨を混沌の論理と、凍結して異様

にさわやかな現代の論理を比喰の裡K視覚化する「着想」のドラマト歩ルギーが既に、それである。

世界への洞察である内在的論理は、姿となって具現する為にはフィクションという外形を不可欠と
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する。とれは変わってはいなかったが、しかし、次第κその視覚化の方向が徹底され、その外形を

「最悪」へ転回するととで中途な要素は削られていくと、その内在的論理が自己を実現しゅくフ・ロ

セスたる筋治、ついには、ほとんどレントグンをかけられたかのよう走探形で露呈されてきてしま

った。だ司王、内在的論理が全裸で銚びはね回れたというのも、そζが他ならぬ舞台でとそあったか

らをのである。そとには俳優がい、そのま左ざしゃ沈黙一つで描写や叙述が置きかえられる。それ

ゆえ、省略や短縮を極度にしうる巨大宏文学濯イヒ装置として、舞台は、演劇独自の空間を生み、ぞ

れが遊戯であbえたというととで、フィクションの豊満な外形をとむして発光していた内在的論理

自身がほとんど直接発光し白骨の舞を示したとしても、それとて十分に一つの遊戯運動と化しでさ

えid?、あまつさえ、演劇は人聞の肉体を欠くとξができをかったから、その個性を重視するなら

ば、決して具体を離れて非人開化するととをぞあbえ念かったのだ。不条理も葛藤弘文学的装飾

なしに徹底的に晒すととができるではをいか。俳優の個性重視の度合に比例して手法が統一化を深

め、簡潔イじされたととで→層烏撤度が強化されていった。 r最悪K可能な転回J古1、至るととろで

全速回転した。 r最惑に可能な転回」を施すとは、凡ての可能性を含む原形、典型へ還元すると

とである。恐るべき府瞭の圧力合、原形への凝集を迫b、その肢h強烈で真っ白老光の前で、人や

社会や世界、きらに付文体主で昔、池の上の水滴さ念がらにコロンとまるまってしまった。まっ自

在雪野原、ガラン止した永却の空舞台、自〈限を射る酷烈左輝き。悲哀~ど徴慶もない。可能な限

Dの圧力で爽雑物が滅却されて、純粋に隠し立てのをい自己K圧縮させられてしまった、それゆえ、

他から孤立させられてしまった水滴たち治1、舞台の上で滑稽念死の舞踊を踊っている。ピテピチと

何と楽しげに、何と軽快宏フットワ}クか。今までの豪奪な衣装からスルりと脱け出し、その白〈

汚れ左い裸体のままに、しなやかに若々し〈あがき回っているでは左いか。全〈異質なナイーブさ

札〈再洗礼派〉から姿を見せている。そして、破壊力を閉じとめ確然としたその文体によって、

複雑左事態のからー土bが簡潔化され、孤立した水滴たち相互の化学運動図が外から容易に見すかし

やす〈なったのである。だ治、そのナイ}プな水滴たちとは何であっただろうか?偽bや中途で暖

味左ものを一切剥ぎ取タ刺ぎ取りしたその末に、結晶のま口〈超然と残った不壊のものとは、何と悪

意そのものだったのだ。惑意しかその烏搬力に耐えられず、か〈して、原形の劇場Kは今や悪意存

在たち治2、偽bの念さ、というととで恐ろしく清潔で汚れのない姿をして蚊屋する。凡て治、もち

ろん殺しも、明る〈晴れ晴れとした心持ちで爽やかに犯されていた。かつて混沌という背後の惑意

が人聞を俺織として暗黒の中で動かしめ、否応まく人聞に犯罪を犯さしめていたとするなら、徐々

にその暗黒が人聞の肉体と精神のうちK吸いとまれて内在化し、人が犯罪を犯す懇意に自らなって

¥n(、と同時に、その変化に呼応して暗黒の霧は当然のとと舞台よb去b、〈貴婦人〉から鎌首
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をもたげてきていたヒリヒリとする白日、〈損石〉の薄暗がbを最後K、完全K席をあけ渡し

た。 b廷でせっかくの深刻も存在の裂け目も、その不気味な明るさのもとにあっては、 ドライで軽

やか念ボクシングという倍乗の湾問に浄化されざるをえ乏かった。宇宙の惑の大ドームの隅でドタ

パタと威勢よくはねまわる、小悪意存在どものマリオネット芝居おそとでは一切札永却の空舞台

に於ける喜劇的反甥を越え出るととは左い。パラドックス念人聞の本性のために、人類は、古今変

わらぬ法則へと絶えず舞いもどっては、相も変わらぬ同じ陥穿K落ち、同じ愚行を繰b返し、同じ

「最悪に可能な転回」を惹起し続け、倦くととがなかったのである。いか左境遇にいようと、いか

念る社会であろうと、それらを動かし規定している秘か念公式は、金〈同一であって、その公式の

具体内容を満たすのが各人、各組織、各文化という個性だった。ぞれは世界劇場であったから、凡

てを集約した原形劇場であったから、個はもちろんく全世界の中の任意の一点で、それ与仁上では~

h、何らとるに足らず、偶然で、置換可能左ものをのだ。>その個性は俳優K預けられて、原形同

志の庶状況や原関係があからさまに演奏された。したがって、言葉は、俳優という個と個の聞をつ

をぐパスポールの性質を帯ひ。てくるようになってきた治ミ、にも関わらず、展開への衝動の装填され

たその言葉は、パラドタクスvc導かれたまま破裂へ向かつて遇進し、徹底して論理的K転回する。

一見欣況の群れのようK見える〈ある惑星の肖像:>(1970)さえも、 本当は「最患jによる筋

の極端左凝縮で、tr>(つもの筋が「偶然」とhう筋で串ざしにされているく筋のKomodie>で

あった。原形K還元された人紘 「最悪に可能な転回」をしていく対話と場面、 「最惑に可能な転

回Jをする筋、日常の極端例たるドラマ。彼はさらに彼自身の全創作の凝集をも狙っているように

思われる。

くパラ}ドは、筋の最重要を要素を叙述するだけでよい……>(84)

とれは、いかにも最近のデュレンマットらしい言葉である。全き巨視的に世界の雑踏を見はるかす

時、そとに透けてくるものはまさKバラードであったK違いない。彼は、現代のパラードを創ろう

としているように見える。く低速度撮影でのようvc..結末に向けてパラ』ド風に繰D出>(85)され

るその速度、その異常設潤逮さ。殺気だつ清潔さ、無機的で非人体の文体、破嬢への無限大な悪意

の滑走、真空、全き絶望。初期の初期の〈クリスマス〉や〈拷問吏::>(1943) の真空とく撲

殺>(86)の文体が、今また回帰してきたかの加さ錯覚κ襲われて〈る。そして、真空の中で容も流

れもを〈メカニックに疾走し、虚無の氷結したあの〈拷関東〉も凧 E枚、 恐るし〈巨視点K見

られ事件の筋だけを結末に向けて繰り出すパラード、と見なすとともできょう。そうだったのだ、

初期の世界は、本当に回帰していたのだ。方法的徹底という実験の歩みは、.奇妙にも彼自身の初期

への回帰に照応していたのでゐる。しかしをがら、 ζの二つのひど〈似かよ哩た光景を明瞭に分つ
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ものがあった。舞台と笑hである。それを手K入れて初めて、デュレンマヅトは仮面をはずし、危

険念論理、己れの核を直接人々の前に晒しでも構わ念かった。虚無の"撲殺"も今や、ユーモアと

舞台に溜過されて、生命をまぶした u撲殺"に左っていたのである。
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